
は

じ

め

に

I

研
究
ノ
ー
ト
ー

醍
醐
寺
周
辺
の
寺
院
を
中
心
と
す
る
真
言
宗
小
野
流
は
、
平
安
時
代
か
ら
鎌

倉
時
代
に
か
け
て
舎
利
法
と
宝
珠
法
に
主
導
的
な
役
割
を
は
た
し
た
。
同
流
か

ら
は
範
俊
、
興
然
を
は
じ
め
舎
利
法
と
宝
珠
法
の
教
学
研
究
に
秀
で
た
学
僧
が

輩
出
さ
れ
、
ま
た
重
源
や
叡
尊
な
ど
醍
醐
寺
に
学
ん
だ
高
僧
が
鎌
倉
時
代
の
舎

利
信
仰
に
大
き
な
業
績
を
残
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
宝

珠
法
は
小
野
流
の
お
家
芸
的
な
性
格
が
強
く
、
中
に
は
嫡
弟
だ
け
に
継
承
が
許

さ
れ
た
門
外
不
出
の
秘
法
も
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
小
野
流
の
内
部
は
舎
利
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
大
き
く
二
つ
に
分

か
れ
て
お
り
、
互
い
に
強
い
対
抗
意
識
を
有
し
て
い
た
。
一
言
で
言
え
ば
、
解

釈
の
違
い
は
舎
利
と
宝
珠
と
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
と
い
う
点
に
あ

っ
た
。
ま
ず
、
醍
醐
寺
を
中
心
と
す
る
醍
醐
三
流
（
三
宝
院
流
、
理
性
院
流
、
金
剛

王
院
流
）
は
舎
利
と
宝
珠
を
同
体
と
み
な
し
て
い
た
。
同
流
で
は
舎
利
法
が
単

独
で
行
わ
れ
る
こ
と
は
基
本
的
に
は
な
く
、
舎
利
は
宝
珠
と
し
て
宝
珠
法
に
お

い
て
ま
つ
ら
れ
た
。
今
日
、
真
言
寺
院
を
中
心
に
宝
珠
を
か
た
ど
っ
た
形
式
の

舎
利
容
器
（
火
焔
宝
珠
形
舎
利
容
器
）
が
数
多
く
伝
わ
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
醍

醐
三
流
の
、
あ
る
い
は
そ
の
流
れ
を
く
む
流
派
の
宝
珠
法
の
遺
品
と
考
え
る
こ

そ
れ
に
対
し
、
勧
修
寺
を
中
心
と
す
る
小
野
三
流
（
勧
修
寺
流
、
安
祥
寺
流
、
随

心
院
流
）
で
は
舎
利
と
宝
珠
と
は
別
の
も
の
と
解
釈
さ
れ
、
舎
利
法
は
宝
珠
法

か
ら
切
り
離
さ
れ
て
単
独
で
行
わ
れ
た
。
た
だ
し
、
小
野
三
流
に
お
い
て
も
舎

利
は
舎
利
本
来
の
姿
で
あ
る
釈
尊
の
遺
骨
と
は
み
な
さ
れ
ず
、
舎
利
は

一
字
金

輪
（
金
輪
仏
頂
）
の
種
子
ボ
ロ
ン
に
姿
を
変
え
た
と
す
る
解
釈
が
行
わ
れ
て
い
た
。

そ
の
た
め
、
同
流
の
舎
利
法
は
金
輪
仏
頂
を
本
尊
と
し
、
作
法
は
金
輪
仏
頂
法

の
も
の
を
取
り
入
れ
て
行
わ
れ
る
と
い
う
、
お
よ
そ
従
来
の
舎
利
信
仰
、
釈
迦

信
仰
と
は
か
け
離
れ
た
内
容
と
な
っ
て
い
た
。

筆
者
は
先
に
西
大
寺
所
蔵
の
鉄
宝
塔
お
よ
び
五
瓶
舎
利
容
器
に
つ
い
て
論
じ

た
際
、
こ
の
作
品
が
叡
尊
の
住
房
で
行
わ
れ
た
金
輪
仏
頂
法
に
用
い
ら
れ
た
こ

と
に
注
目
し
、
叡
尊
は
醍
醐
寺
出
身
に
も
か
か
わ
ら
ず
小
野
三
流
の
舎
利
法
を

(l
)
 

修
し
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
の
中
で
小
野
三
流
の
舎
利
法
が
行
わ
れ
た
目
的

や
道
場
の
様
子
、
そ
し
て
拠
り
ど
こ
ろ
と
し
た
経
典
に
つ
い
て
論
じ
た
が
、
同

流
の
舎
利
法
の
遺
品
に
つ
い
て
は
西
大
寺
の
鉄
宝
塔
と
五
瓶
舎
利
容
器
を
挙
げ

る
に
と
ど
め
た
。
し
か
し
、
そ
れ
以
外
に
も
金
輪
仏
頂
法
と
の
関
係
が
う
か
が

え
る
作
品
は
少
な
か
ら
ず
散
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
稿
で
は
、
管
見
の
範

囲
で
知
り
え
た
小
野
三
流
お
よ
び
そ
の
流
れ
を
く
む
舎
利
法
の
遺
品
を
取
り
上

げ
、
従
来
顧
み
ら
れ
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
同
流
の
舎
利
法
の
具
体
的
な
姿
に

と
が
で
き
よ
う
。

金
輪
仏
頂
法
を
修
め
た
舎
利
容
器
に
つ
い
て

内

藤

榮
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小
野
三
流
の
舎
利
法
に
つ
い
て
は
既
に
別
稿
に
お
い
て
詳
述
し
て
い
る
の
で
、

こ
こ
で
は
同
流
の
舎
利
法
に
用
い
ら
れ
た
作
品
を
探
し
出
す
上
で
必
要
と
思
わ

れ
る
事
項
、
す
な
わ
ち
所
依
経
典
、
道
場
の
荘
厳
、
お
よ
び
本
尊
等
に
つ
い
て

述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。

小
野
三
流
の
舎
利
法
は
『
大
陀
羅
尼
末
法
中

一
字
心
呪
経
』
を
典
拠
と
し
て

い
る
。
本
経
は
勧
修
寺
流
祖
寛
仁

(
-
0
八
四
＼

―
-
五
―
―
-
)
が
保
延
六
年
(
-―

四
0
)
に
弟
子
の
実
運
に
舎
利
法
を
伝
授
し
た
際
に
引
用
し
て
い
る
よ
う
に

（
『
秘
蔵
金
宝
抄
』
巻

一
0
「
陀
都
法
」
）
、
小
野
三
流
の
舎
利
法
に
と
っ
て
特
に
重

要
な
経
典
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
（
後
述
）
。
寛
仁
が
引
用
し
た
の
は
次

に
挙
げ
る
部
分
で
あ
る
。

告
諸
仏
子
等
。
汝
等
今
善
聴
。
我
今
説
。

此
呪
具
足
諸
功
徳
。
当
来
悪
世

時
。
我
法
将
欲
滅
。
能
於
此
時
中
。
護
持
我
末
法
。
能
除
世
間
悪
。
毒
害
諸

鬼
神
。
及
諸
天
魔
人
。一

切
諸
呪
法
。
若
聞
此
呪
名
。
皆
悉
自
描
伏
。
我
滅

度
之
後
。
分
布
舎
利
已
。
当
隠
諸
相
好
。
変
身
為
此
呪
。
仏
有
二
種
身
。

真
身
及
化
身
。
若
能
供
養
者
。
福
徳
無
有
異
。
此
呪
亦
如
是
。
一
切
諸
天

人
。
能
生
希
有
心
。
受
持
及
供
養
。
所
得
諸
功
徳
。
如
我
身
無
異
。
此
呪
王

功
徳
。
我
今
但
略
説
。
（
下
略
）
（
大
正
蔵
一

九
ー
三一

六）

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
悪
世
す
な
わ
ち
末
法
の
時
代
が
お
と
ず
れ
仏
法
が
ま
さ
に

滅
び
よ
う
と
い
う
時
、
こ
の
呪
（
金
輪
仏
頂
の
種
子
ボ
ロ
ン
）
は
諸
々
の
功
徳
を

そ
な
え
、
末
法
を
よ
く
護
持
し
、
世
間
悪
、
毒
害
、
諸
鬼
人
、
諸
天
、
魔
人
を

切
の
呪
法
は
ボ
ロ
ン
の
名
を
聞
け
ば
こ
と
ご
と
く
滅
び
る
と
い
う
。

除
き
、

一
、
小
野
三
流
の
舎
利
法
に
つ
い
て

つ
い
て
見
て
ゆ
く
こ
と
に
し
た
い
。

図 1 一字金輪曼荼羅（重文，平

安時代，奈良国立博物館）

そ
し
て
、
釈
迦
（
文
中
で
は
「
我
」
と
見
え
る
）
の
滅
後
に
舎
利
が
広
ま
っ
た
が
、

舎
利
は
諸
々
の
相
好
を
隠
し
身
を
変
じ
て
ボ
ロ
ン
と
な
っ
た
と
見
え
る
。
ま
た
、

仏
に
は
真
身
（
法
身
仏
）
と
化
身

（応
身
仏
）
の
二
種
類
が
あ
る
が
、
よ
く
供
養

す
れ
ば
福
徳
に
は
差
違
が
な
い
と
も
説
か
れ
て
い
る
。

右
の
引
用
文
に
お
い
て
注
目
さ
れ
る
個
所
は
二
つ
あ
ろ
う
。
ま
ず

―
つ
は
舎

利
が
ボ
ロ
ン
に
変
じ
た
こ
と
を
説
く
部
分
で
、
こ
の
説
に
則
り
小
野
三
流
で
は

舎
利
を
ボ
ロ
ン
と
同
体
と
見
な
し
、
金
輪
仏
頂
を
本
尊
と
し
た
舎
利
法
が
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
二

つ
め
は
法
身
仏
と
応
身
仏
と
の
同
等

を
述
べ
た
部
分
で
、
こ
れ
は
大
日
金
輪
と
釈
迦
金
輪
と
い
う
―一
種
の
金
輪
仏
頂

に
つ
い
て
説
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
金
輪
仏
頂
に
は
法
身
仏

の
大
日
金
輪
と
応
身
仏
の
釈
迦
金
輪
が
あ
る
。
大
日
金
輪
は
金
剛
界
大
日
と
同

じ
く
智
拳
印
を
結
ぶ
菩
薩
形
で
表
わ
さ
れ
る
。
蓮
華
座
に
結
珈
践
坐
す
る
が
、

座
の
下
に
は
伏
し
た
七
頭
あ
る
い
は
一
頭
の
獅
子
を
表
わ
す
場
合

【図
1
】
と
、

大
仏
頂
曼
荼
羅
の
大
日
金
輪
像
の
よ
う
に
獅
子
を
表
わ
さ
な
い
も
の
が
あ
る

【図
2
】
。
釈
迦
金
輪
は
定
印
を
結
び
蓮
華
座
に
結
珈
訣
坐
す
る
如
来
形
で
あ

る
が
、
頭
上
や
体
の
周
囲
、
印
相
の
上
な
ど
に
輪
宝
を
表
わ
す
点
に
特
徴
が
あ

る
【
図
3
】
。
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図 3 釈迦金輪像（重文・大仏頂曼荼羅よ

り，平安時代，奈良国立博物館）

れ
た
。
こ
れ
と
方
法

在
判
。

と
も
し
ば
し
ば
行
わ

此
判
寛
信
之
判
云云。

輪
塔
に
安
置
す
る
こ

図 2

え
ば
、
醍
醐
三
流
で

は
舎
利
と
同
体
と
さ

れ
る
宝
珠
を
金
胎
不

大日金輪像（重文・大仏頂曼荼羅より，

平安時代，奈良国立博物館）

様
々
な
解
釈
が
試
み

ら
れ
て
い
る
。
た
と

ま
で
高
め
る
た
め

二
（
金
剛
界
と
胎
蔵

界
を
合
わ
せ
た
境

地
）
の
存
在
と
す
る

解
釈
が
あ
り
、
ま
た

舎
利
を
大
日
如
来
の

三
昧
耶
形
で
あ
る
五

は
異
な
る
が
、

『大
陀
羅
尼
末
法
中

一
字
心
呪
経
」
に
お
い
て
釈
迦
金
輪
と
大
日

金
輪
と
の
同
等
が
説
か
れ
た
こ
と
も
、
釈
迦
如
来
を
法
身
仏
の
境
地
に
ま
で
高

め、

舎
利
を
密
教
大
系
の
中
枢
に
位
置
付
け
る
こ
と
を
意
図
し
た
も
の
と
考
え

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

を
大
日
如
来
と
同
等

の
法
身
仏
の
境
地
に

の
ひ
と
り
で
あ
る
釈

迦
如
来
の
遺
骨
舎
利

密
教
で
は
応
身
仏

さ
て
、
小
野
三
流
の
舎
利
法
が
修
め
ら
れ
た
道
場
の
様
子
が
も
っ
と
も
具
体

的
に
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
次
に
挙
げ
る

『秘
蔵
金
宝
抄
』
巻
一

0
「
陀
都
法
」

（
大
正
蔵
七
八
ー

三
七
二
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
寛
仁
が
保
延
六
年
（

―
-
四
0
)
十

二
月
十
六
日
に
弟
子
実
運
に
舎
利
法
を
伝
授
し
た
際
に
、

実
運
本
人
が
そ
の
内

容
を
書
き
留
め
た
も
の
で
あ
る
。

大
陀
羅
尼
末
法
中

一
字
心
呪
経
云
。
云
何
名
為

一
字
転
輪
王
呪
。
即
呪
曰
。

ふ
責彗
虹部
上
声

臨

麟
門贔
謹~
o
爾
時
釈
迦
牟
尼
如
来
観
察

一
切
清
浄
天

宮
。
告
諸
菩
薩
摩
詞
薩
。
及
諸
縁
覚
声
聞
天
仙
諸
大
衆
言
。
汝
等
諦
聴
。
即

説
頌
日
。

0
分
布
舎
利
已
。
当
隠
諸
相
好
。
変
身
為
此
呪
。
仏
有
二
種
身
。

真
身
及
化
身
。
若
能
供
養
者
。
福
徳
無
有
異
云
云
゜

種
子
。
ふ
。
三
昧
耶
形
。
陀
都
。

尊
形
。
釈
迦
金
輪
。
印
。
金
輪
印
也
。

真
――-E
。
一
字
真
言
加
帰
命
旬
云
云
。
息
災
行
之
。

部
首
大
日
。
本
尊
。
可
懸
釈
迦
金
輪
。
壇
中
心
安
舎
利
塔
云云。

香
薬
等
口
伝
。
相
伝
云
此
法
殊
益
末
法
衆
生
。
現
世
当
生
求
願
無
不
満
足
。

（
妄
力
）

次
第
口
伝
事
等
努
力
努
力
不
可
忌
授
非
器
衆
生
云云゚

保
延
六
年
十
二
月
十
六
日
授
申
已
講
了
。

前
半
は
寛
仁
が
『
大
陀
羅
尼
末
法
中

一
字
心
呪
経
』
を
引
用
し
、
舎
利
が
ふ

（
ボ
ロ
ン
）
に
変
じ
た
こ
と
、
お
よ
び
応
身
仏
と
法
身
仏
と
の
同

一
を
説
い
た

こ
と
が
見
え
る
。
続
け
て
舎
利
法
の
作
法
と
道
場
の
様
子
が
記
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
に
よ
っ
て
本
尊
と
し
て
釈
迦
金
輪
の
画
像
を
懸
け
、
そ
の
前
に
大
壇
を
築

い
て
壇
上
に
舎
利
塔
を
安
置
し
た
こ
と
、
種
子
、
印
相
、
真
言
な
ど
の
作
法
は

陀
都
法
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す
べ
て
金
輪
仏
頂
の
も
の
を
用
い
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

筆
記
し
た
実
運
自
身
も
師
の
寛
仁
の
舎
利
法
と
ほ
ほ
同
じ
作
法
の
舎
利
法
を

実
践
し
て
い
る
。
実
運
の
口
説
を
筆
記
し
た
『
諸
尊
要
抄
』
（
大
正
蔵
七
八
ー
三
三

八
）
に
よ
れ
ば
、
実
運
の
舎
利
法
は
釈
迦
金
輪
像
の
画
像
を
本
尊
と
し
大
壇
の

中
央
に
舎
利
塔
を
安
置
し
て
行
わ
れ
た
と
い
う
。
寛
仁
が
行
っ
た
舎
利
法
は
小

野
三
流
の
僧
侶
た
ち
に
踏
襲
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

以
上
述
べ
た
小
野
三
流
の
舎
利
法
の
特
徴
を
踏
ま
え
、
次
に
同
流
の
舎
利
法

と
の
関
連
が
想
定
さ
れ
る
作
品
を
挙
げ
る
こ
と
に
し
た
い
。

博
物
館
所
蔵
）

正
面
と
背
面
の
両
方
に
観
音
開
き
扉
を
あ
け
た
木
製
黒
漆
塗
の
厨
子
で
あ
る
。

現
在
基
壇
に
軸
部
を
の
せ
る
だ
け
と
な
っ
て
お
り
、
屋
蓋
は
失
わ
れ
て
い
る
。

正
面
の
扉
を
開
け
る
と
奥
壁
に
装
着
さ
れ
た
金
銅
製
の
宝
匿
印
塔
が
現
わ
れ

る
【
図
4
】
。
塔
身
部
に
水
晶
を
は
め
た
丸
窓
を
作
り
、
こ
こ
に
舎
利
を
奉
安
し

け
ん
ど
ん
い
た

て
い
た
。
背
面
の
扉
を
開
け
る
と
奥
に
樫
貪
板
（
取
り
外
し
が
で
き
る
板
）
が
あ

り
、
そ
の
板
の
一
面
に
は
釈
迦
金
輪
像
が
描
か
れ
た
絹
本
が
貼
ら
れ
【
図
5
】、

も
う

一
方
の
面
に
は
胎
蔵
界
曼
荼
羅
の
中
央
部
分
で
あ
る
中
台
八
葉
院
の
種
子

曼
荼
羅
が
描
か
れ
た
絹
本
が
貼
ら
れ
て
い
る

【
図
6
】
。
釈
迦
金
輪
像
は
蓮
華

座
の
上
に
結
珈
扶
坐
し
て
定
印
を
結
ぶ
如
来
形
で
、
印
相
の
上
と
光
背
に
あ
わ

せ
て
十
二
個
の
輪
宝
を
表
わ
し
て
い
る
。

こ
の
厨
子
で
は
釈
迦
金
輪
像
と
中
台
八
葉
院
（
中
尊
は
胎
蔵
界
大
日
）
が
表
裏

に
位
置
し
、
さ
ら
に
こ
の
両
者
が
舎
利
と
表
裏
の
関
係
に
あ
る
と
い
う
複
雑
な

ほ
う
き
ょ
う
い

ん
と
う
が
ん
そ
う
し
ゃ
り
ず
し

1
、
宝
膀
印
塔
嵌
装
舎
利
厨
子
（
重
文
、
嘉
禄
二
年
11

―
二
二
六
、
奈
良
国
立

二
、
金
輪
仏
頂
法
を
修
め
た
舎
利
容
器

構
成
が
と
ら
れ
て
い
る
。
正
面
と
背
面
に
同
規
模
、
同
形
式
の
扉
を
設
け
る
と

い
う
厨
子
の
構
造
か
ら
み
て
、
宝
匿
印
塔
、
釈
迦
金
輪
、
中
台
八
葉
院
の
三
者

は
い
ず
れ
も
本
尊
に
な
り
え
た
で
あ
ろ
う
。
舎
利
（
宝
医
印
塔
）
、
釈
迦
金
輪
、
胎

蔵
界
大
日
（
中
台
八
葉
院
）
の
三
者
は
同
列
に
扱
わ
れ
て
お
り
、
『
大
陀
羅
尼
末

法
中

一
字
心
呪
経
』
に
説
か
れ
る
舎
利
と
金
輪
仏
頂
と
の
同
体
、
お
よ
び
応
身

仏
と
法
身
仏
と
の
同

一
が
具
体
的
に
示
さ
れ
て
い
る
の
を
見
る
こ
と
が
で
き
る

（
舎
利
と
釈
迦
金
輪
は
応
身
仏
、
大
日
は
法
身
仏
に
あ
た
る
）
。
仮
に
宝
臆
印
塔
を

正
面
に
し
た
場
合
そ
の
背
後
に
は
釈
迦
金
輪
像
が
位
置
し
て
お
り
、
寛
仁
や
実

運
が
行
っ
た
舎
利
法
の
道
場
空
間
、
す
な
わ
ち
釈
迦
金
輪
像
の
画
像
の
前
に
舎

利
塔
を
安
置
す
る
と
い
う
構
成
が
小
規
模
な
が
ら
こ
の
厨
子
に
も
見
る
こ
と
が

図4 宝匿印塔嵌装舎利厨子（正面）
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経
文
を
法
舎
利
と
み
な
し
、
肉
舎
利
で
あ
る
舎
利
と
併
せ
て
安
置
し
た
も
の
と

推
定
さ
れ
る
。

だ
い
に
ち
き
ん
り
ん
ぞ
う

2
、
大
日
金
輪
像
（
鎌
倉
時
代
、
東
京
・
根
津
美
術
館
所
蔵
）

正
面
に
の
み
観
音
開
き
扉
を
も
う
け
た
、
比
較
的
大
き
な
木
製
黒
漆
塗
の
薄

型
厨
子
で
あ
る
。
扉
を
あ
け
た
奥
に
は
樫
貪
板
が
あ
り
、
そ
の
一
面
に
は
大
日

DI 

,,__,,a.■H I 

... ·•--·.. ~''. 

図 6

釈
迦
の
言
葉
で
あ
る

宝腋印塔嵌装舎利厨子

（背面，中台八葉院を表とした状態）

納
入
し
た
背
景
に
は
、

舎
利
厨
子
に
経
典
を

る
こ
と
が
で
き
る
。

発
願
し
た
こ
と
を
知

菩
提
を
弔
う
た
め
に

と
い
う
人
物
が
母
の

三
日
に
孝
阿
弥
陀
仏

(
―
二
二
六
）
十
月

よ
っ
て
嘉
禄
二
年

図 5

書
が
あ
り
、
こ
れ
に

宝医印塔嵌装舎利厨子

（背面，釈迦金輪像を表とした状態）

そ
の
う
ち
巻
八
に
奥

納
入
さ
れ
て
い
た
。

法
華
経
冊
子
八
冊
が

貪
板
を
取
り
除
く
と

奥
に
小
さ
な
ス
ペ
ー

ス
が
あ
り
、
こ
こ
に

な
お
、
背
面
の
樫

で
き
る
。

図 7 大日金輪像（大日金輪像を表とした状態）

金
輪
像
を
描
い
た
絹
本
が
貼
ら
れ
て
お
り
【
図

7
】
、
も
う

一
方
の
面
に
は
如

意
輪
観
音
像
を
描
い
た
絹
本
を
貼
付
し
て
い
る
【
図

8
】。

大
日
金
輪
像
は
智
拳
印
を
結
ぶ
菩
薩
形
で
、
正
面
を
向
い
た
一
頭
の
獅
子
の

背
に
結
珈
怯
坐
す
る
。
頭
光
に
は
五
個
の
種
子
、
身
光
に
は
十
個
の
輪
宝
が
め

ぐ
ら
さ
れ
、
頭
光
と
身
光
お
よ
び
獅
子
座
の
大
半
を
覆
う
よ
う
に
背
後
に

一
個

の
大
き
な
輪
宝
が
表
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
輪
宝
の
内
側
は
赤
く
彩
ら
れ
、
日
輪

を
意
識
し
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
。
獅
子
が

一
頭
で
あ
る
点
や
背
後
に
大
き
な
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輪
宝
が
表
わ
さ
れ
る
点
な
ど
通
常
の
大
日
金
輪
像
に
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い

特
徴
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
れ
と
き
わ
め
て
近
い
図
像
に
『
大
正
新
修

大
蔵
経
』
図
像
第
五
巻
（
七
六
八
頁
）
に
掲
載
さ
れ
る
「
大
日
金
輪
」
が
あ
り
、

こ
の
よ
う
な
形
式
の
大
日
金
輪
像
も
存
在
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
像
の

四
方
に
は
華
瓶
が
描
か
れ
て
い
る
。

如
意
輪
観
音
像
は
朱
色
の
衣
を
ま
と
っ
た
通
常
の
形
式
の
六
腎
像
で
、
背
後

I~ ー四い
i

.、.... 

，
 

}
.
9
”
 

9
,
 

.J 

a鋼m皿心---•··•.. .. ・ 心カ,.,__鴫［

図 8 大日金輪像（如意輪観音像を表とした状態）

に
朱
色
の
月
輪
が
見
え
る
。
緑
色
の
頭
光
を
負
い
、
台
座
は
緑
青
色
で
金
戟
金

を
用
い
て
筋
を
引
い
て
い
る
。
頭
上
に
は
飛
雲
に
の
る
三
弁
宝
珠
を
描
き
、
そ

の
向
か
っ
て
右
に
日
輪
に
愛
染
明
王
の
種
子
ウ
ー
ン
字
を
、
左
に
日
輪
に
茎
状

の
台
座
に
の
る
宝
珠
を
表
わ
す
。
大
日
金
輪
像
、
如
意
輪
像
と
も
に
傷
み
が
顕

著
で
あ
る
が
、
特
に
如
意
輪
観
音
像
の
面
は
補
絹
、
補
筆
が
多
く
認
め
ら
れ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に
本
来
こ
の
面
が
正
面
と
さ
れ
、
礼
拝
さ
れ

て
い
た
可
能
性
の
高
い
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

向
か
っ
て
右
の
扉
は
内
側
に
不
動
明
王
坐
像
、
左
の
扉
は
内
側
に
愛
染
明
王

坐
像
を
彩
絵
し
て
い
る
。
不
動
明
王
像
は
息
々
座
に
結
珈
怯
坐
し
、
右
手
に
宝

剣
、
左
手
に
輪
宝
を
持
ち
、
頭
頂
に
宝
珠
を
の
せ
る
。
頭
光
と
身
光
を
有
し
、

(
2
)
 

背
後
に
月
輪
を
表
わ
し
て
い
る
。
愛
染
明
王
像
は
宝
瓶
座
に
坐
す
通
形
像
で
あ

る
が
、
通
常
持
物
を
持
た
な
い
左
第
三
手
に
宝
珠
を
の
せ
て
い
る
点
に
特
徴
が

管
見
の
範
囲
内
で
は
、
不
動
明
王
と
愛
染
明
王
を
両
脇
時
と
す
る
尊
像
は
経

典
類
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
平
安
時
代
後
期
の
醍
醐
寺
に
お
い
て
如

い
ぎ
ょ
う

意
輪
観
音
、
不
動
明
王
、
愛
染
明
王
と
い
う
意
楽
（
儀
軌
に
と
ら
わ
れ
な
い
自
由

(
3
)
 

な
発
想
）
の
三
尊
形
式
が
成
立
し
て
い
た
。
こ
の
三
尊
形
式
は
、
醍
醐
寺
三
宝
院

の
祖
師
勝
覚

(
1
0
五
七
＼

一
―
二
九
）
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た
と
推
定
さ
れ
、

そ
の
後
同
寺
の
勝
賢
（

―
-
三
八
＼

―
-
九
八
）
は
こ
の

三
尊
を
本
尊
と
し
て

「
三
仏
如
意
輪
法
」
と
い
う
修
法
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
西
大
寺
の
叡
尊
（
一

二
0
1
~

―二
九
0
)
は
正
元
元
年
（

―
-
五
九
）
に
『
如
意
輪
不
動
愛
染
三
顆
宝

輪
華
秘
法
』

一
巻
を
撰
述
し
、
翌
年
よ
り
西
大
寺
に
お
い
て

「如
意
宝
輪
華

法
」
を
行
っ
て
い
る
。
書
名
よ
り
判
断
し
て
、
こ
の
法
も
如
意
輪
、
不
動
、
愛

染
の
三
尊
を
本
尊
と
す
る
宝
珠
法
（
如
意
輪
宝
珠
法
）
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と

が
で
き
る
。

あ
る
。
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こ
の
厨
子
の
場
合
、
如
意
輪
観
音
像
の
面
を
表
に
す
る
と
尊
像
構
成
は
如
意

輪
、
不
動
、
愛
染
と
い
う
醍
醐
流
の
如
意
輪
宝
珠
法
を
修
す
る
た
め
の
も
の
と

な
ろ
う
。
反
対
に
大
日
金
輪
像
の
面
を
表
と
し
た
場
合
大
日
金
輪
、
不
動
、
愛

染
と
い
う
三
尊
構
成
が
現
れ
る
が
、
こ
れ
は
お
そ
ら
く
小
野
三
流
の
舎
利
法
を

(
4
)
 

醍
醐
流
の
解
釈
で
表
現
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
作

品
は
両
流
の
宝
珠
法
と
舎
利
法
を
兼
修
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
作
品
と
言
う

こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
本
品
は
奈
良

・
法
華
寺
伝
来
と
さ
れ
て
い
る
が
、

当

寺
の
復
興
に
深
い
関
わ
り
を
持

っ
た
叡
尊
が
醍
醐
三
流
の
宝
珠
法
と
小
野
三
流

(
l
)
 

の
舎
利
法
の
双
方
を
習
得
し
て
い
た
こ
と
は
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
法
華
寺

旧
蔵
と
は
確
定
で
き
な
い
も
の
の
、
こ
の
厨
子
が
叡
尊
周
辺
の
人
物
に
よ
っ
て

制
作
さ
れ
た
可
能
性
は
高
い
も
の
と
推
定
で
き
る
。
な
お
、

扉
に
描
か
れ
た
脇

侍
像
が
不
動
、
愛
染
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
本
来
の
本
尊
は
如
意
輪
観

音
像
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
如
意
輪
観
音
像

大
日
金
輪
像
に
は
金
戟
金
が
用
い
ら
れ
る
な
ど
鎌
倉
時
代
の
仏
画
の
特
色
が

認
め
ら
れ
る
が
、
如
意
輪
像
と
厨
子
扉
絵
は
若
干
そ
れ
よ
り
も
時
代
が
く
だ
る

作
風
を
示
し
て
い
る
。
大
日
金
輪
像
、
如
意
輪
観
音
像
と
も
絹
本
の
丈
が
樫
貪

板
よ
り
も
短
い
な
ど
不
自
然
な
点
が
あ
り
、
既
存
の
仏
画
を
利
用
し
て
厨
子
が

制
作
さ
れ
た
可
能
性
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

海
龍
王
寺
所
蔵
）
【
図
9

】

豪
華
な
荘
厳
の
台
座
を
有
す
る
火
焔
宝
珠
形
舎
利
容
器
で
あ
る
。
宝
珠
部
分

を
水
晶
製
と
す
る
ほ
か
は
全
て
金
銅
製
と
し
、
台
座
の
部
分
は
細
か
い
パ
ー
ツ

に
分
け
て
作
り
、
そ
れ
を
組
み
上
げ
て
い
る
。

こ
ん
ど
う
か
え
ん
ほ
う
じ
ゅ
が
た
し
ゃ
り
よ
う

き

3
、
金
銅
火
焔
宝
珠
形
舎
利
容
器

（
重
文
、
正
応
三
年
11

―
二
九
0
、
奈
良

の
面
の
損
傷
が
著
し
い
こ
と
と
も
符
合
す
る
。

宝
珠
は
四
方
よ
り
火
焔
に
よ
っ
て
固
定
さ
れ
て
い
る
。

舎
利
容
器
の
構
成
を
下
か
ら
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。
基
壇
は
二
段
の
六

花
形
で
、

下
方
に
六
個
の
脚
を
有
す
る
。
基
壇
は
側
面
に
蓮
華
唐
草
文
や
輪
宝

文
を
表
わ
し
、
下
段
上
面
に
は
高
欄
風
に
蓮
枝
を
め
ぐ
ら
し
て
い
る
。
基
壇
の

上
に
反
花
座
を
置
き
、
そ
の
上
に

一
頭
の
獅
子
が
伏
し
て
い
る
【
図

10
】
。
獅
子

の
背
に
は
五
鈷
杵
の
鈷
部
が
立
ち
、
鈷
部
の
上
に
は
傘
状
に
広
が
っ
た
六
弁
の

華
盤
が
の
る
。
獅
子
の
周
囲
に
は
六
本
の
宝
棒
が
め
ぐ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
華
盤
を

支
え
て
い
る
。
華
盤
の
上
に
は
伏
せ
た
六
角
輪
宝
の
文
様
が
あ
り
、
そ
の
上
に

敷
茄
子
を
の
せ
て
い
る
【
図
11
】
。
敷
茄
子
は
四
方
に
窓
が
あ
り
、
中
に

一
頭
ず

つ
計
四
頭
の
獅
子
が
表
さ
れ
て
い
る
。
敷
茄
子
の
上
に
五
段
六
弁
魚
鱗
葺
の
蓮

華
座
が
の
り
、
各
蓮
弁
は
三
弁
宝
珠
を
浮
彫
し
、
地
に
は
密
に
魚
々
子
が
打
た

れ
て
い
る
。
蓮
肉
の
上
面
は
面
取
を
施
し
、
周
囲
に
八
ヶ
所
切
れ
込
み
を
作

っ

て
い
る
。
蓮
肉
の
外
側
に
し
べ
を
め
ぐ
ら
し
て
い
る
が
、
し
べ
は

一
本
ず
つ
作

(
5
)
 

ら
れ
、
先
端
は
平
ら
に
打
ち
延
ば
さ
れ
て
い
る
。
火
焔
は
四
方
火
焔
で
、
内
側

に
連
珠
文
帯
を
表
わ
し
、
外
側
は
燃
え
さ
か
る
炎
を
写
実
的
に
描
写
し
て
い
る
。

図 9 金銅火焔宝珠形舎利容器（全景）
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こ
の
複
雑
な
構
成
を
ま
と
め
て
み
る
と
、

二
重
基
壇
と
反
花
座
の
上
に
獅
子

が
お
り
、
そ
の
上
に
五
鈷
を
茎
と
し
た
華
盤
が
の
り
、
華
盤
の
上
に
は
輪
宝
が

あ
り
、
さ
ら
に
下
方
に
獅
子
座
が
つ
い
た
蓮
華
座
に
火
焔
宝
珠
が
の
っ
て
い
る

と
な
ろ
う
。
意
匠
に
獅
子
や
輪
宝
が
見
え
る
点
が
金
輪
仏
頂
を
紡
彿
さ
せ
る
が
、

こ
の
構
成
を
金
輪
仏
頂
の
道
場
観
と
比
較
し
て
み
る
と
、
次
に
あ
げ
る
『
別
尊

雑
記
』
巻
七
「
大
仏
頂
法
」
（
大
正
図
像
三
I

-

―
-)
に
説
か
れ
る
大
仏
頂
尊
の

道
場
観
と
い
く
つ
か
の
共
通
点
が
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
く
（
同
書
巻
七
裏
書
に

「
大
仏
頂
は
す
な
わ
ち
大
日
金
輪
な
り
」
と
見
え
る
よ
う
に
、
大
日
金
輪
を
大
仏
頂
と

称
す
る
こ
と
も
あ
る
）
。

大
佛
頂
如
来拳
印

壇
上
有
殺
。
成
大
蓮
花
王
遍
法
界
。
其
上
有
引
字
。
成
賓
宮
殿
無
数
荘
厳

充
満
。
其
内
中
央
有
七
獅
子
座
。
上
有
白
蓮
花
王
。
其
上
有
引
字
。
変
成
金

剛
輪
。
変
成
摂
佛
頂
王
身
即
大
日
也
紫
塵
金
色
住
法
界
定
印
。
其
上
持
八

幅
輪
。
八
佛
頂
八
競
沙
倶
脈
諸
佛
七
賓
前
後
左
右
恭
敬
囲
饒
。
如
是
観
了

加
持
七
処
。

図10 金銅火焔宝珠形舎利容器（獅子部分）

図11 金銅火焔宝珠形舎利容器

（華盤，輪宝，敷茄子部分）

す
な
わ
ち
、
大
仏
頂
尊
の
道
場
観
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
壇
上
に
キ
リ
ー

ク
字
が
あ
り
、
変
じ
て
蓮
華
（
大
蓮
花
王
）
と
な
り
、
そ
の
上
に
荘
厳
を
尽
く
し

た
宮
殿
が
あ
る
。
宮
殿
内
に
は
七
頭
の
獅
子
が
お
り
、
獅
子
の
上
に
は
白
い
蓮

華
（
白
蓮
花
王
）
が
咲
い
て
い
る
。
白
い
蓮
華
の
上
に
阿
字
が
あ
り
変
じ
て
輪
宝

（
金
剛
輪
）
と
な
り
、
輪
宝
は
大
日
如
来
の
姿
を
し
た
金
輪
仏
頂
（
摂
仏
頂
王

身
）
に
変
ず
る
。
八
仏
頂
、
諸
仏
、
七
宝
な
ど
が
仏
頂
尊
の
ま
わ
り
を
囲
ん
で
い

る
。こ

こ
で
金
銅
火
焔
宝
珠
形
舎
利
容
器
の
構
成
に
戻
り
、
試
み
に
大
仏
頂
尊
の

道
場
観
と
ど
の
よ
う
な
対
応
関
係
に
あ
る
か
見
る
こ
と
に
し
た
い
（
舎
利
容
器

の
構
成
と
大
仏
頂
尊
の
道
場
観
を
比
較
、
対
応
さ
せ
た
の
が
図
12
で
あ
る
）
。
ま
ず
、

舎
利
容
器
に
お
け
る
二
重
基
壇
と
反
花
座
は
蓮
華
の
意
匠
で
埋
め
つ
く
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
道
場
観
に
み
る
「
大
蓮
花
王
」
を
象
徴
し
て
い
る
と
し
よ
う
。

反
花
座
上
の
伏
せ
た
獅
子
は
頭
数
に
差
違
は
あ
る
が
道
場
観
に
い
う
宮
殿
に
い

る
「
七
獅
子
座
」
に
対
応
す
る
と
推
定
で
き
る
。
獅
子
の
背
に
の
る
華
盤
は
道

場
観
に
見
る
七
獅
子
座
の
上
に
あ
る
「
白
蓮
花
王
」
に
あ
た
り
、
華
盤
上
の
輪

宝
は
道
場
観
に
い
う
阿
字
が
変
じ
た
「
金
剛
輪
」
に
該
当
し
よ
う
。
そ
し
て
、

道
場
観
で
は
金
剛
輪
が
「
摂
仏
頂
王
身
」
す
な
わ
ち
金
輪
仏
頂
に
変
ず
る
と
説

か
れ
て
い
る
が
、
舎
利
容
器
に
お
け
る
四
獅
子
の
い
る
敷
茄
子
・
蓮
華
座
・
火

焔
宝
珠
と
い
う
構
成
要
素
は
、
ま
さ
に
金
輪
仏
頂
の
姿
を
紡
彿
さ
せ
る
。
先
に

述
べ
た
よ
う
に
、
金
輪
仏
頂
は
下
方
に
獅
子
が
め
ぐ
ら
さ
れ
た
蓮
華
座
に
坐
し

て
い
る
が
、
仮
に
金
輪
仏
頂
の
本
体
を
火
焔
宝
珠
に
置
き
換
え
れ
ば
、
舎
利
容

器
に
見
る
四
獅
子
が
い
る
敷
茄
子
・
蓮
華
座
・
火
焔
宝
珠
と
い
う
構
成
に
な
る
。

こ
の
作
品
が
造
立
さ
れ
た
鎌
倉
時
代
後
期
に
は
、
し
ば
し
ば
宝
珠
は
如
意
輪
観

音
や
愛
染
明
王
な
ど
特
定
の
ホ
ト
ケ
を
象
徴
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
た
。
た
と
え

ば
、
密
観
宝
珠
に
は
立
て
た
金
剛
杵
の
上
に
宝
珠
を
の
せ
た
図
像
と
如
意
輪
観
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音
を
安
置
し
た
図
像
の

二
種
が
あ
り
、
こ
の
場
合
の
宝
珠
は
明
ら
か
に
如
意
輪

観
音
を
意
味
し
て
い
る
。
ま
た
、
火
焔
宝
珠
を
愛
染
明
王
に
見
立
て
、
愛
染
明

王
の
座
で
あ
る
宝
瓶
座
に
火
焔
宝
珠
を
の
せ
た
作
品
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

同
時
代
の
類
例
に
照
ら
し
て
み
れ
ば
、
こ
の
金
銅
火
焔
宝
珠
形
舎
利
容
器
に
お

い
て
宝
珠
が
金
輪
仏
頂
を
象
徴
し
て
い
る
可
能
性
は
十
分
に
あ
ろ
う
。

獅
子
の
頭
数
や
、
道
場
観
に
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い

五
鈷
の
存
在
な
ど
必

．．．．．．．．．．．．火焔宝珠

．．．．蓮華座．． ．． ．． 
．． ． 摂仏頂輪王

.... ．．．．．敷茄子（四獅子）．． 
.... ---・・ ．．． 

．．．．．．．輪宝 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 金剛輪
・・・・・・・・・・・・・・・・ 

．．．．．．．．．．．．．．・華盤 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 白蓮花王

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・獅子（宝棒 ・背に五鈷） …… 宮殿 ・七獅子座

．．． 二重基壇

金銅火焔宝珠形

舎利容器の構成

I大蓮花王

大仏頂の道場観

図12

ず
し
も

一
致
し
な
い
点
は
見
ら
れ
る
が
、
以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
金
銅
火
焔

宝
珠
形
舎
利
容
器
の
構
成
と
大
仏
頂
の
道
場
観
と
の
間
に
は
偶
然
と
は
い
い
が

た
い
符
合
を
見
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
次
に
述
べ
る
よ
う
に
、
こ

の
舎
利
容
器
を
造
立
し
た
時
期
の
叡
尊
は
、
毎
年
正
月
に
西
大
寺
の
自
坊
に
お

い
て
小
野
三
流
の
舎
利
法
を
修
し
て
い
た
こ
と
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

金
銅
火
焔
宝
珠
形
舎
利
容
器
は
基
壇
の
裏
面
に

海
龍
王
寺
常
住

大
願
主
比
丘
賓
忍

正
応
三
年
七
月
日

と
い
う
刻
銘
が
あ
り
、
正
応
三
年
(
―二
九
0
)
七
月
に
海
龍
王
寺
の
比
丘
実
忍

が
大
願
主
と
な
っ
て
造
立
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
造
立
お
よ
び
舎
利

奉
安
の
経
緯
に
つ
い
て
は
叡
尊
の
伝
記

『西
大
勅
溢
興
正
菩
薩
行
実
年
譜』

に

次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

小
工
白
河
守
貞

小
工
室
町
道

一

彫
工
七
条
昇
蓮

大
工
白
河
行
円

八
月
朔
日
。
届
海
龍
王
寺。

新
営
金
塔
。
而
分
法
華
寺
舎
利
三
十
七
粒
゜

奉
安
置
之
。
以
為
寺
鎮
。
因
又
数
法
華
寺
舎
利
。
其
記
文
日
。

正
応
三
年
八
月

一
日
。
海
龍
王
寺
新
結
構
殿
。
三
十
七
粒
員
数
以
採
定
之
。

奉
請
之
後
勘
計
之
処
。
二
千
二
十
粒
也
。
弘
安
四
年
勘
計
之
時
者
二
千

四
十
粒
H

。々

今
十
七
粒
増
也
。
叡
尊

こ
れ
に
よ
れ
ば
正
応
三
年
八
月

一
日
、
叡
尊
は
新
た
に
造
立
し
た
「
金
塔
」
を

海
龍
王
寺
に
届
け
、
法
華
寺
の
舎
利
か
ら
三
十
七
粒
を
分
け
納
入
し
て
い
る
。

こ
の
「
金
塔
」
が
金
銅
火
焔
宝
珠
形
舎
利
容
器
で
あ
る
。
叡
尊
は
こ
の
月
の

二

十
五
日
に
寂
し
て
い
る
か
ら
、
こ
の
作
品
は
叡
尊
が
最
後
に
造
立
に
携
わ
っ
た

舎
利
容
器
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

さ
て
、
叡
尊
は
弘
安
五
年
(
―二
八
二
）
よ
り
自
房
の
西
室
に
お
い
て
金
輪
仏
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頂
法
を
は
じ
め
、
以
後
西
大
寺
の
年
中
行
事
と
し
て
い
る
。
同
七
年
に
は
そ
れ

に
ま
つ
る
舎
利
を
安
置
す
る
た
め
鉄
宝
塔
と
五
瓶
舎
利
容
器
（
と
も
に
国
宝）

を

造
立
し
た
。
晩
年
に
な
り
叡
尊
が
あ
え
て
他
流
の
舎
利
法
で
あ
る
小
野
三
流
の

金
輪
仏
頂
法
を
始
め
た
背
景
に
は
、
同
法
が
特
に
外
敵
の
襲
来
か
ら
国
家
を
守

護
す
る
の
に
効
験
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
時

期
は
弘
安
の
役
が
終
わ
り
、
い
つ
再
来
す
る
と
も
し
れ
な
い
元
寇
に
日
本
中
が

脅
え
て
い
た
時
で
あ
り
、
叡
尊
は
こ
の
よ
う
な
時
代
の
要
請
に
応
え
て
金
輪
仏

(
1
)
 

頂
法
を
始
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。
叡
尊
は
生
涯
を
通
じ
舎
利
信
仰
に
篤
か
っ
た

が
、
晩
年
に
お
け
る
舎
利
信
仰
の
特
徴
の
ひ
と
つ
が
こ
の
金
輪
仏
頂
法
で
あ
っ

た
と
言
え
よ
う
。
海
龍
王
寺
の
金
銅
火
焔
宝
珠
形
舎
利
容
器
は
こ
の
よ
う
な
時

期
の
叡
尊
に
よ
っ
て
造
立
さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
そ
の
構
成
に
大
仏
頂
の
道
場

観
が
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
併
せ
て
考
え
れ
ば
、
こ
の
作
品
は
小
野
三
流
の

舎
利
法
を
修
す
る
目
的
で
作
成
さ
れ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
小
野
三
流
の
舎
利
法
の
本
尊
で
あ
る
金
輪
仏
頂
が
表
さ
れ
た
舎
利
容

器
に
つ
い
て
考
え
て
き
た
が
、
金
輪
仏
頂
と
舎
利
と
の
結
び
つ
き
は
小
野
三
流

に
始
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
す
で
に
唐
時
代
に
は
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
を
具
体
的
に
示
す
例
が
法
門
寺
（
映
西
省
扶
風
県
）
の
地
下
宮
よ
り
発
見
さ

れ
た
八
重
舎
利
宝
函
の
う
ち
の
第
四
重
目
の
金
銅
函
で
あ
る
。
こ
の
金
銅
函
は

立
方
体
に
近
い
箱
形
の
舎
利
容
器
で
、
側
面
の
正
面
側
に
如
意
輪
観
音
像
、
背

面
に
大
日
金
輪
像
、
向
か
っ
て
右
の
面
に
釈
迦
如
来
像
、
左
側
に
薬
師
如
来
像

(
6
)
 

を
そ
れ
ぞ
れ
群
像
で
表
し
て
い
る
。
如
意
輪
観
音
と
大
日
金
輪
が
舎
利
と
関
連

の
深
い
こ
と
は
先
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
既
に
こ
の
時
期
に
根
津
美
術

結
び
に
か
え
て
ー
今
後
の
課
題

図13 大仏頂曼荼羅（奈良国立博物館）

館
所
蔵
の
大
日
金
輪
像
を
連
想
さ
せ
る
如
意
輪
観
音
と
大
日
金
輪
と
い
う
組
み

合
わ
せ
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
興
味
が
持
た
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
第
五
重
目
の
金

銅
函
の
蓋
表
に
は
八
角
輪
宝
を
中
心
に
迦
陵
頻
伽
や
金
剛
鈴
を
表
し
た
文
様
も

見
ら
れ
る
な
ど
、
八
重
舎
利
宝
函
に
は
随
所
に
金
輪
仏
頂
を
意
識
し
た
意
匠
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
本
品
が
作
成
さ
れ
た
麓
宗
（
治
世
八
六
〇
＼
八

七
四
）

の
時
代
、
既
に
舎
利
は
金
輪
仏
頂
と
深
い
関
連
を
有
し
て
い
た
こ
と
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
金
輪
仏
頂
を
描
い
た
図
像
の

一
っ
、
大
仏
頂
曼
荼
羅
も
唐
時
代
に
お

け
る
舎
利
と
金
輪
仏
頂
と
の
関
連
を
示
す
作
品
に
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
【
図

13
】
。
大
仏
頂
曼
荼
羅
は
大
仏
頂
法
の
本
尊
と
さ
れ
た
曼
荼
羅
で
、
画
面
中
央

に
波
間
か
ら
突
き
出
た
岩
に
坐
す
大
日
金
輪
を
表
わ
し
、
そ
の
上
に
釈
迦
金
輪

を
描
い
て
い
る
（
奈
良
国
立
博
物
館
本
（
重
文
、
平
安
時
代
）
で
は
大
日
金
輪
と
釈
迦

金
輪
を
同
じ
大
き
さ
で
表
す
が
、
『
覚
禅
紗
』
本
な
ど
釈
迦
金
輪
を
ひ
と
ま
わ
り
小
さ
く
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表
す
例
も
あ
る
）
。
両
尊
の
周
囲
を
金
輪
仏
頂
が
有
す
る
と
い
う
七
つ
の
宝
（
七

宝
）
、
す
な
わ
ち
輪
宝
、
珠
宝
、
女
宝
、
馬
宝
、
象
宝
、
主
蔵
宝
、
主
兵
宝
が
取

り
巻
き
、
大
日
金
輪
の
左
右
に
は
牡
丹
や
竹
が
見
え
る
。
波
間
の
左
方
に
は
七

頭
を
有
す
る
龍
、
右
方
に
は
九
頭
を
有
す
る
龍
が
そ
れ
ぞ
れ
黒
雲
に
の
っ
て
金

輪
像
に
向
か
っ
て
登
ら
ん
と
す
る
さ
ま
を
描
い
て
い
る
。

こ
の
曼
荼
羅
の
図
像
的
な
特
徴
の
う
ち
舎
利
信
仰
と
い
う
観
点
か
ら
注
目
す

べ
き
こ
と
は
、
大
日
金
輪
と
釈
迦
金
輪
が
同
体
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

そ
し
て
両
尊
の
下
方
に
双
龍
が
見
え
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
、
大
日
金
輪
と
釈

迦
金
輪
と
の
関
係
で
あ
る
が
、
こ
の
曼
荼
羅
の
本
尊
は
画
面
構
成
か
ら
判
断
し

て
大
日
金
輪
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
し
か
し
、
奈
良
国
立
博
物
館
本
で
は

釈
迦
金
輪
が
大
日
金
輪
の
頭
上
に
お
い
て
同
じ
大
き
さ
で
表
さ
れ
て
い
る
た
め
、

両
尊
が
同
体
で
あ
る
こ
と
が
強
く
感
じ
ら
れ
る
。
ま
た
、

「覚
禅
紗
』
本
な
ど
で

は
大
日
金
輪
の
頭
上
に
ひ
と
ま
わ
り
小
さ
い
釈
迦
金
輪
が
出
現
し
て
い
る
が
、

こ
れ
は
釈
迦
金
輪
を
大
日
金
輪
の
本
地
仏
的
な
存
在
と
し
て
表
現
し
た
も
の
と

言
え
る
だ
ろ
う
。
本
図
に
見
ら
れ
る
両
尊
の
同

一
性
は
『
大
陀
羅
尼
末
法
中

一

字
心
呪
経
』
に
説
か
れ
る
も
の
で
、
こ
れ
が
小
野
三
流
の
舎
利
法
に
と
っ
て
重

要
な
教
義
で
あ
っ
た
こ
と
は
先
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

双
龍
に
つ
い
て
は
、
『

一
字
仏
頂
輪
王
経
』
巻

一
「
画
像
法
品
」
に
説
か
れ
る

(7
)
 

龍
王
に
あ
た
る
と
す
る
指
摘
が
あ
る
が
、
問
題
は
「
画
像
法
品
」
に
は
金
輪
仏

頂
を
囲
続
す
る
仏
、
菩
薩
、
天
王
が
数
多
く
説
か
れ
て
お
り
、
双
龍
は
そ
の
う

ち
の

一
要
素
に
し
か
す
ぎ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
あ
え
て
双
龍
だ
け
を
取
り
あ
げ
、

他
は
省
略
し
た
点
に
大
仏
頂
曼
荼
羅
に
お
い
て
双
龍
が
重
要
な
意
味
を
有
す
る

こ
と
が
う
か
が
え
よ
う
。
こ
の
問
題
を
考
え
る
際
、
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
大
仏

頂
曼
荼
羅
と
よ
く
似
た
表
現
の
双
龍
が
、

宝
珠
法
の
本
尊
で
あ
る
摩
尼
宝
珠
曼

荼
羅
に
も
見
ら
れ
る
点
で
あ
る

【図14】

。
こ
の
曼
荼
羅
は
『
如
意
宝
珠
転
輪
秘

れ
て
い
た
可
能
性
を
示
す

一
例
と
な
ろ
う
。

密
現
身
成
仏
金
輪

呪
王
経』

（大
正
蔵

た
摩
尼
宝
珠
殿
を

お
き
、
そ
の
下
方
左
右
に
黒
雲
を
伴
っ
て
宝
珠
殿
に
向
か
っ
て
登
ら
ん
と
す
る

双
龍
を
表
し
て
い
る
。
大
仏
頂
曼
荼
羅
と
比
較
す
る
と
、
本
尊
の
下
方
に
双
龍

が
対
向
す
る
と
い
う
構
図
が
共
通
し
て
い
る
こ
と
に
気
が
付
く
。
し
か
も
、

宝

珠
と
龍
と
い
う
組
み
合
わ
せ
が
中
国
や
日
本
の
美
術
に
は
頻
繁
に
見
ら
れ
る
こ

と
を
考
慮
す
れ
ば
、
大
仏
頂
曼
荼
羅
の
本
尊
で
あ
る
大
日
金
輪
は
宝
珠

（あ
る

い
は
舎
利
）
に
見
立
て
ら
れ
て
い
る
可
能
性
が
出
て
こ
よ
う
。
先
に
指
摘
し
た

よ
う
に
、
大
日
金
輪
と
釈
迦
金
輪
を
同
体
と
す
る
思
想
は
小
野
三
流
の
舎
利
法

に
お
け
る
重
要
な
教
義
で
あ
り
、
し
か
も
こ
の

二
尊
は
同
流
の
舎
利
法
の
本
尊

で
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
大
仏
頂
曼
荼
羅
に
描
か
れ
た
大
日
金
輪
と
釈

迦
金
輪
は
宝
珠
（
あ
る
い
は
舎
利
）
と
し
て
の
意
味
が
託
さ
れ
た
可
能
性
は
十
分

に
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

大
仏
頂
曼
荼
羅
の
成
立
に
つ
い
て
は
既
に
柳
澤
孝
氏
に
よ
る
詳
細
な
論
考
が

い
ぎ
ょ
う

あ
り
、
氏
は
こ
の
図
像
が
中
国
に
お
い
て
阿
闇
梨
の
意
楽
に
よ
っ
て
創
案
さ
れ
、

日
本
に
も
た
ら
さ
れ
た
と
論
じ
た

【注
7
】。
仮
に
中
国
で
成
立
し
た
と
す
れ

ば
、
小
野
三
流
の
舎
利
法
の
先
鞭
と
も
言
え
る
修
法
が
中
国
に
お
い
て
も
行
わ

冗
代
に
も
仏
頂
尊
を
安
置
し
た
舎

利
塔
が
作
成
さ
れ
て
お
り
、
中
国
の
歴
史
の
中
で
し
ば
し
ば
舎
利
と
仏
頂
尊
と

の
関
連
を
物
語
る
作
品
が
見
ら
れ
る
点
は
興
味
が
持
た
れ
る
。
今
後
、
日
本
の

に
海
上
に
出
現
し

で
、
図
像
は
中
央

て
描
か
れ
た
も
の

十
九
）
に
基
づ
い
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以
上
、
小
野
三
流
の
舎
利
法
に
関
連
す
る
と
推
定
さ
れ
る
作
品
を
取
り
上
げ
、

そ
の
造
形
的
な
特
色
に
つ
い
て
考
え
て
き
た
。
本
稿
で
は
金
輪
仏
頂
（
あ
る
い

は
そ
の
道
場
観
）
が
表
さ
れ
た
舎
利
厨
子
や
舎
利
容
器
を
取
り
あ
げ
た
が
、
わ
が

国
に
残
る
舎
利
容
器
の
多
く
は
宝
塔
形
、
五
輪
塔
形
、
宝
簸
印
塔
形
な
ど
で
あ

り
、
そ
の
よ
う
な
舎
利
容
器
は
尊
像
が
表
現
さ
れ
た
り
法
要
に
関
す
る
記
録
が

あ
る
場
合
を
除
き
、
特
定
の
ホ
ト
ケ
と
の
関
連
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
は
難
し

い
。
し
か
し
、
当
然
こ
の
よ
う
な
舎
利
容
器
の
中
に
も
小
野
三
流
の
舎
利
法
に

関
連
し
た
作
品
は
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
舎
利
容
器
の
遺
例
を
見
る

限
り
、
同
流
の
舎
利
法
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
明
か
な
作
品
は
醍
醐
三
流
の
そ

れ
に
比
較
し
て
か
な
り
少
な
い
が
、
わ
が
国
の
多
彩
な
舎
利
信
仰
を
物
語
る
遺

産
と
し
て
、
そ
の
価
値
は
き
わ
め
て
高
い
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

注
(
1
)
 
拙
稿
「
西
大
寺
鉄
宝
塔
・
五
瓶
舎
利
容
器
に
つ
い
て
」
（
『
佛
教
藝
術
』
二

五
七
号
、

平
成
十
三
年
、
毎
日
新
聞
社
）

(
2
)

月
輪
を
有
す
る
不
動
明
王
像
に
は
、
広
島
・
浄
土
寺
本
堂
（
嘉
暦
二
年
11

一
三
二

七
再
建
）
の
来
迎
壁
裏
面
に
描
か
れ
た
如
意
輪
観
音
・
不
動
明
王
•
愛
染
明
王
図
、

同
寺
所
蔵
の
五
宝
珠
・
不
動
明
王
二
童
子
・
愛
染
明
王
図
に
も
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
二
作
品
と
も
如
意
輪
・
不
動
・
愛
染
の
三
尊
形
式
で
あ
る
こ
と
が
根
津

美
術
館
の
大
日
金
輪
像
と
共
通
す
る
。
浄
土
寺
は
鎌
倉
時
代
後
期
に
西
大
寺
叡
尊

の
弟
子
で
あ
る
定
證
に
よ
っ
て
再
建
さ
れ
て
西
大
寺
末
と
な
っ
た
。
西
大
寺
系
寺

院
に
お
い
て
如
意
輪
•
愛
染
・
月
輪
を
有
す
る
不
動
と
い
う
特
殊
な
形
式
が
行
わ

れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

(
3
)
拙
稿

「
密
観
宝
珠
形
舎
利
容
器
に
つ
い
て
」
（
奈
良
国
立
博
物
館
研
究
紀
要
『
鹿
圃

雑
集
』
創
刊
号
、
平
成

―一

年）

(
4
)

西
大
寺
末
の
西
願
寺
（
大
阪
住
吉
区
）
は
大
日
金
輪
像
を
本
尊
と
し
、
脇
侍
に
不

舎
利
信
仰
と
の
影
響
関
係
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

（
な
い
と
う
さ
か
え

動
明
王
像
と
愛
染
明
王
像
を
ま
つ
つ
て
い
る
。
大
日
金
輪
像
の
胎
内
か
ら
は
延
享

五
年
（

一
七
四
八
）
の
紀
年
の
あ
る
願
文
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
制
作
年
代
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
。
願
文
に
は
「
宝
珠
即
種
子
、
種
子
即
本
尊
」
と
い
う
大
日
金

輪
を
宝
珠
に
見
な
す
文
旬
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
近
世
の
作
例
で
は
あ
る
が
、

醍
醐
流
の
流
れ
を
汲
む
西
大
寺
派
寺
院
に
お
い
て
金
輪
仏
頂
、
不
動
、
愛
染
と
い

う
三
尊
形
式
が
存
在
し
た
こ
と
を
示
す
貴
重
な
例
で
あ
る
。
（
以
上
は
西
願
寺
の

飯
田
友
子
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
）

(
5
)
蓮
華
座
の
し
べ
を

一
本
ず
つ
金
銅
で
作
る
例
は
、
ほ
か
に
奈
良
国
立
博
物
館
の
所

蔵
す
る
重
文

•
愛
染
明
王
像
、
西
大
寺
所
蔵
の
国

宝

・
金
銅
透
彫
舎
利
容
器
が
あ

る
。
こ
の
愛
染
明
王
像
は
建
長
八
年
(
―二
五
六
）
に
叡
尊
の
高
弟
で
あ
る
寂
澄

が
願
主
と
な
り
仏
師
快
成
に
作
ら
せ
た
像
で
あ
る
。
ま
た
、
金
銅
透
彫
舎
利
容
器

は
も
と
大
安
寺
舎
利
殿
に
安
置
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
叡
尊
が
発
願
し
た

も
の
と
す
る
説
が
あ
る
。
海
龍
王
寺
の
金
銅
火
焔
宝
珠
形
舎
利
容
器
を
含
め
、
こ

の
し
べ
の
表
現
が
叡
尊
の
か
か
わ
っ
た
作
品
に
見
ら
れ
る
こ
と
は
興
味
深
い
。

(
6
)
法
門
寺
博
物
館
館
長
の
緯
金
科
氏
は
、

『法
門
寺
文
化
史
』
（
五
洲
伝
播
出
版
社
、

一
九
九
八
年
）
の
中
で
第
四
重
目
の
金
銅
函
の
側
面
に
見
え
る
釈
迦
如
来
像
を

「
釈
迦
金
輪
曼
荼
羅
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
（
下
巻
七

―
―
頁
）
。
氏
は
こ
の
図

に
見
え
る
釈
迦
如
来
、
お
よ
び
周
辺
の
諸
像
が
密
教
像
で
あ
る
と
認
め
、
こ
れ
を

釈
迦
金
輪
曼
荼
羅
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
釈
迦
如
来
像
に
は
釈

迦
金
輪
像
の
特
徴
は
認
め
ら
れ
ず
、
ま
た
諸
像
に
も
特
に
密
教
的
な
要
素
は
見
ら

れ
な
い
。

(
7
)
柳
澤
孝

「日
野
原
家
本
大
仏
頂
曼
荼
羅
に
つ
い
て
」
（『美
術
研
究
』
二
八
五
号
、

昭
和
四
十
七
年
）

当
館
工
芸
室
長
）
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RELIQUARIES USED IN THE KINRIN BUTCHO-HO RITUAL 

NAITO Sakae 
Nara National Museum 

T
he Ono Branch (J., Onoryu) of the Shingon Sect of Esoteric Buddhism, based at the Kyoto 

temples of Daigo-ji and Kaju-ji, was the center of activity for relic (J., shari) and wish-granting-

jewel (J ., hoju) rituals in the Heian (794-1185) and Kamakura (1185-1333) periods. The branch 

comprised two parts, each made up of three sub-branches. Within the dominant three Daigo sub-

branches (J., Daigo Sanryu), it was common for relics and wish-granting jewels to be regarded as 

the same thing, with relics being worshiped as wish-granting jewels in wish-granting-jewel rituals. 

In contrast, the three Ono sub-branches (J.,'Ono Sanryu), based at Kanju-ji, had the more unusual 

view that relics and wish-granting jewels are different entities. They saw relics as being manifesta-

tions of the Sanskrit letter symbolizing the buddha Kinrin Butcho (or Ichiji Kinrin), as described in 

the sutra Dai darani mappochu ichiji shinju kyo (Ch., Ta tuoluoni mofazhong yizi xinzhou jin), with the 

power to save sentient beings. Accordingly, the most important ritual for the three Ono sub-branches 

was the Kinrin Butcho-ho, in which the main icons of worship were paintings of Kinrin Butcho. 

This article proposes that the Nara National Museum's Shrine with Reliquary and Ornamentation 

of a Stupa for the Hokyoin darani (Karanda mudra dharani) (Kamakura period), the Nezu Institute 

of Fine Arts'Dainichi Kinrin (Mahavairocana of the Golden Wheel) (Kamakura-Muromachi period), and 

Kairyuo-ji's Reliquary in the Shape of a Flaming Wish-Granting Jewel (Kamakura period) were used in 

the relic rituals of the three Ono sub-branches and discusses the distinctive characteristics of each. 

Though few extant objects can be associated with the three Ono sub-branches, they are unique 

within the body of works used to ornament and glorify Buddhist relics. Such pieces bespeak the 

diversity of Japanese relic worship in Kamakura period. 

13u[[e廿noft加咄ra袖廿ona[知useum4 (2002) - V 




